
改善箇所説明図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：       は、点検、取り外し並びに交換部品を示す。 

 

 

 

基準不適合発生箇所 
後部灯火器において、配線の組付位置にバラツキがあるため、振動防止用パッドによって配線が押しつけられ 

灯火器内部のケースと配線が干渉し損傷するおそれがある。そのため、そのまま走行を続けると配線の断線に 

至り、警告灯が点灯し、尾灯、制動灯、方向指示器、非常点滅表示灯が作動しないおそれがある。 

 

改善の内容 
全車両、当該配線の状況を確認し、振動防止用パッドを取り外し廃棄し、更に配線が損傷している場合は、後部灯

火器を新品に交換する。 

識別：助手席ドアのボディ側上部、ドアヒンジに銀ペイントを塗布する。 

 

 

基準不適合発生箇所 

良好な状態 

損傷状態 

（配線損傷例） （振動防止用パッド） 

（後部灯火器） 


